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1 はじめに 
日本では高齢人口の増加や医療技術の進歩によってリ
ハビリテーション(以下リハビリ)の需要が拡大している。
リハビリの需要が拡大する中で、リハビリ科医不足や施設
不足など供給面について問題となっている。このような問
題はリハビリを受けたくても受けられない人々(リハビリ
テーション難民)の増加を及ぼしている。このような問題
を解決すべく、ロボット技術や IT 技術を用いた新たなリ
ハビリの形態が注目されている。新しい形態のリハビリに
はリハビリの簡易化、効率化が見込めるため様々な研究が
なされている。本研究ではモーションセンサを用いて、リ
ハビリの簡易化、効率化、また意欲向上を促すリハビリテ
ーションシステムの開発を目指す。 
2 従来のリハビリテーション方法 
 リハビリは介護士や療法士の指導や援助の下で社会復
帰を目指すために行なわれていた。しかし [1]で述べられ
ているように介護士、療法士を必要としないリハビリシス
テムの開発が求められている。遠隔リハビリテーションや
リハビリテーション支援ロボットはリハビリの効率化、簡
易化だけでなく介護士、療法士への依存性が少なくなる。
このようにリハビリはロボット技術や IT 技術を用いる形
態へと移り変わっている。 
3  IT技術を駆使したリハビリテーションの提案 
 2 章で示したリハビリの新しい形態の移り変わりにお
いて有用である IT 技術を用いたリハビリ手法を提案する。
物体の加速度、角速度、地磁気を計測できるモーションセ
ンサを用いて、リハビリテーション手法として応用する。
図 1 で示すように、モーションセンサの動作情報を取得
し、その情報を元にセンサの動作を仮想空間上に投影する
ことでリハビリの支援をするシステムを構築する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提案するリハビリシステムにおいて、センサの傾きを関
節可動域として応用する。取得した加速度からセンサの傾
きを算出する方法は加速度センサの x軸、y軸において出
力される加速度の大きさを𝐴𝑥、𝐴𝑦、重力加速度を g、傾き
θ(rad)とすると以下の(1)式で表すことができる。 
 
θ = tan−1 (
𝐴𝑥
𝐴𝑦
) (1) 
 
ここでセンサの傾きを角速度の積分で求めないのは[2]
で述べているように、積分誤差によって大きく誤差が生じ
ることがあるためである。 
4 リハビリテーション支援システムの開発と評価 
4.1 肘の関節のリハビリテーションシステム 
肘の関節可動域を算出し、センサの動きに応じて仮想空
間内の仮想物体を山の山頂まで運ぶ山登りゲーム。仮想物
体は関節可動域に応じて山を登り、登った高さに応じてリ
ハビリの評価をする。 
4.2 手首の回転角のリハビリテーションシステム 
手首の回転角を算出し、回転角に応じて仮想物体を傾け
る。仮想物体(コップ)には水が入っており、回転角度に応
じて水がこぼれる。こぼれた水は植物に与えられ、植物は
成長する。植物育成ゲームであり、植物の成長度合いでリ
ハビリの評価をする。以下にシステムの結果例として図 2
を記す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 評価 
リハビリの動きが単純であると共に、ゲーム形式にする
ことで簡易化と意欲向上を実現した。また仮想空間を用い
ることで正確な現状把握が視覚出来るのと共に、ひとつの
センサにおいて様々なリハビリを行なえるため、常に最適
なリハビリに移行することが可能である。 
5 おわりに 
 本研究ではモーションセンサを用いたリハビリテーシ
ョン支援システムの開発を行なった。リハビリにおける簡
易化、意欲の向上という面において従来のリハビリ方法に
比べ、改善されたシステムを実現することが出来た。今後
の課題としては、センサの情報をより多く用いて、効率が
良く、正確性の高いシステムを実現することである。 
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図 1 仮想空間投影のシステム構成 
